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 本庄総合公園体育館ネーミングライツ  

 

愛称・ネーミングライツパートナーが決まりました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 ○ネーミングライツ導入経緯（１枚） 

問合せ先 

○本件記事に関すること 教育委員会事務局 スポーツ推進課 担当：原口・田中 

                      電話 ０４９５（２５）１１５２ 

○広報全般に関すること 企画財政部    広報課     担当：鳥羽 

                     電話 ０４９５（２５）１１５５ 

○愛称 

「カミケンシルクドーム」 

○ネーミングライツパートナー 

 株式会社 上里建設 （本庄市見福３－１４－１４） 

○ネーミングライツ料 

 年間 2,761,000 円（税込）… 2,510,000円（税抜） 

○契約期間 

 令和３年１１月１日から５年間 

○施設概要 

本庄総合公園体育館  北堀４３３ 

 延べ床面積 ：7,521 ㎡（1階 5,631 ㎡、2階 1,890㎡） 

 観客席（2 階）：固定席 1,182席、身障者席 10席 

【メインアリーナ】バスケットボール２面、バレーボール３面、卓球台１４台、 

バドミントン１０面 

【サブアリーナ】 バスケットボール１面、バレーボール１面、卓球台４台、 

バドミントン４面 

 その他 … 多目的室、トレーニングルーム、ランニングコース１周250ｍ、 

フットサル１面（全面利用時のみ）、事務室、会議室外 

指定管理者 … 清香園・東京ドームスポーツ共同体 

（指定管理期間：令和３年４月１日～令和８年３月３１日） 



別紙資料 本庄総合公園体育館ネーミングライツ 

ネーミングライツ導入経緯 

 
１．ネーミングライツ導入ガイドライン策定（平成３０年４月） 

目的：ネーミングライツ料を市の新たな自主財源と捉え、また、これを確保し当該

施設の管理運営や利用者のサービス向上に役立てること 
 
２．導入から契約までの流れ 
 
 
 

１ 対象とする施設の選定・決定 本庄総合公園体育館（シルクドーム） 
２ 募集条件の決定  
３ ネーミングライツパートナー

募集 
広報・ホームページ 
７月１日～７月３０日 

４ ネーミングライツパートナー

の決定 
株式会社上里建設 
 

５ 契約の締結  ９月 ３日 
６ 記者発表  ９月２９日午後１時３０分～ 

本庄市役所 職員厚生室 
７ 広報への掲載 １０月 １日号 

８ 施設の表示等の変更準備及び 
市民周知 

 
     

９ 愛称の使用開始 １１月 １日使用開始 
１０ 除幕式 １１月１３日 午前９時～ 

１１ 管理・運用  

１２ 契約満了に伴う原状回復 令和８年１０月３１日 

※イメージ 
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 本庄すまいる日和 2021 の開催について  

 

本庄市が有する豊かな自然や様々な特色ある歴史、伝統や文化などの観光資源を体験型 

観光プログラムとして形作り、市内外の多くの方に参加していただき、本市の魅力を発信 

することを目的とし、体験型観光プログラム「本庄すまいる日和２０２１」を開催します。 

そば打ちや写経、寄せ植えなど１４個のプログラムを楽しめます。 

街を歩いて、体験し、文化に触れて、本庄の魅力を感じてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 （パンフレット １部） 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 

            本庄市役所商工観光課 担当：渡辺・山木 

電話：０４９５－２５－１１７４ 

 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

            電話 ０４９５（２５）１１５５ 

 

○行 事 名：本庄すまいる日和 2021 

 

○実施期間：10 月 10 日（日）～12 月 25 日（土） 

  申込開始：９月 27 日（月）～ 

 

○主  催：本庄市商工観光課 

 

○そ の 他：各プログラムの詳細はパンフレットをご覧ください。 
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本庄駅北口周辺のまちづくりへのご意見をお寄せください。  

 

現在、市では本庄駅北口周辺のまちづくりの方針をまとめた「本庄駅北口周辺整備基本

計画」の策定を予定しています。 

このたび、計画（案）がまとまりましたので、皆さんからのご意見を募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料  「本庄駅北口周辺整備基本計画」（案）について  １部 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 都市整備部 都市計画課 担当：福島、大野 

                       電話：０４９５（２５）１１３８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

【パブリックコメント】 

○閲覧・意見募集期間：令和３年 10 月５日（火）～11 月４日（木） 

○対象（次のいずれか）：市内在住・在勤・在学者、市内に事務所または事業 

所を有する方、市税の納税義務を有する方、この事 

案に利害関係を有する方 

○閲覧場所：都市計画課（市役所２階）、支所総務課（アスピアこだま２階）、 

      市民活動推進課（はにぽんプラザ）、図書館（本館・児玉分館） 

      市ホームページ 

○閲覧時間：各閲覧場所の開庁・開館時間 

○意見の提出方法：各閲覧場所や市ホームページで配付する所定の用紙に必 

要事項を記入の上、都市計画課へ持参、郵送、ＦＡＸ、 

電子メールで提出 



「本庄駅北口周辺整備基本計画」（案）について 

 
１．目 的                                 
 

市全体として人口減少・少子高齢化が進む中、本庄駅北口周  
辺地区は全市平均を上回るペースで進行しています。これに伴  
い、空き家や空き店舗が増えており、地区全体としてにぎわい  
が失われつつある状況です。 
 こうした現状を踏まえ、「暮らしの場」としての利便性を高め  
ることで定住を促すとともに、新たなにぎわいの創出を図るこ  
とを目的に、「本庄駅北口周辺整備基本計画」を策定します。  
 
 
２．内 容                                 
 
 「本庄駅北口周辺整備基本計画」は、本地区の将来像の実現に向けた基本方針・整備計

画を提示し、「まちの顔」として魅力あるまちづくりに向けた取組を推進します。 
 

■ 計画の体系                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前街区  

コンセプト まちに暮らし、まちを活かし、まちが息づく 

 子ども達の声でにぎわい、全ての世代が安心して過ごせる空間づくり  
１．スムーズな交通を実現する駅前広場の再整備 

２．まちの玄関口としての機能導入と空間デザイン 

３．今、そして未来を支える世代のための空間形成 

道  路 まちの回遊を生む、歩いて暮らせる空間づくり  

１．周辺地域や拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化 

２．居心地の良いウォーカブルなまちづくり 

３．古き良き街並みを活かしたまちの更新 



 
３．スケジュール                              
 
（１）計画策定スケジュール 

 
 
 
 
 
 
（２）パブリックコメント実施スケジュール 

 
 

時 期 内 容 

令和元年１１月 
本庄駅北口周辺整備基本計画策定プロジェクト・チーム※１  設置 
 →令和 3 年 5 月までの間に計 12 回開催 

令和元年１２月 
本庄駅北口周辺整備に向けたワークショップ※ ２  開催  

→令和 2 年 2 月までの間に計 3 回開催 
令和２年１１月 埼玉県警察との協議（第 1 回目） 
令和２年１２月～ 

令和３年１月 駅前街区周辺の地権者への説明（第 1 回目） 

令和３年５月 埼玉県警察との協議（第 2 回目） 

令和３年８・９月 駅前街区周辺の地権者への説明（第 2 回目） 
令和３年１２月（ 予 定 ）  計画策定 

日 時 内 容 

令和３年１０月１日  広報ほんじょう10 月 1 日号、市ホームページで実施の周知  

  〃  １０月５日  計画（案）の閲覧及び意見募集の開始 

  〃  １１月４日  意見締切 

  〃  １２月１５日  広報ほんじょうおしらせ版 12 月 15 日号 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ で 

結果を公表 

※ １  に ぎ わ い 創 出 と 定 住 促 進 に よ る 本 庄 駅 北 口 周 辺 地 区 の ま ち な か 再 生 に 向 け た 基 本 計 画 素 案 を 作 成 す る た

め、 部 局長 に よ り推 薦 され た 職員 に より 構 成。  

※２  に ぎわ い 創出 の 主体 者 で ある 市 民や 事 業者 等 と地 区 の現 状 と 課題 を 共有 ・ 検証 し 、 にぎ わ いを 生 む ため に  

必要 な 要素 を 検 証す る ため に 開催 。  

【お問合せ先】  
本庄市都市整備部都市計画課 担当：市街地整備係  

  ☎：0495-25-1138 ✉： tosikei@city.honjo. lg.jp 

mailto:tosikei@city.honjo.lg.jp
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市では「ふくしの杜ほんじょうプラン 21」（第２期本庄市地域福祉計画・第２期本庄市

地域福祉活動計画）に基づき、誰もがお互いの人権や価値観を尊重し、主体的に地域活動

へ参加していく地域共生社会の実現に向けて、地域福祉について関心を高めていただくこ

とを目的として本庄市社会福祉協議会と共催で毎年講演会を開催しています。 

今年度は DET群馬のファシリテーター（車いすユーザー）をお招きして、心のバリアフ

リーをテーマに講演していただきます。障害をお持ちの方にとってどんなことがバリア（障

壁）になっているのか、講演を通して考えていただき、意識の中にある偏見や無理解とい

った心のバリアを解消して、地域で暮らす方々がお互いに支え合い、多様性を認め合う社

会を築くことを目指していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

DET…障害平等研修(Disability Equality Training:DET) 

DET は障害者差別解消法を推進するための研修です。障害者の社会参加や多様性に基 

づいた共生社会を創ることを目的として、障害者自身がファシリテーターとなって進 

めるワークショップ型の研修です。対話を通じた「発見」を積み重ねていくなかで、 

差別や排除など、社会のなかにある様々な「障害」を見抜く力を獲得し、それらを解 

決していくための行動を形成します。 

 

○添付資料 講演会チラシ １部 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 福祉部 地域福祉課 担当：舩樹 

電話：０４９５（２５）１１４２ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

令和３年度本庄市地域福祉講演会の開催について 

講  師：ＤＥＴ群馬 ファシリテーター 

        飯島 邦敏（イイジマ クニトシ）氏（予定） 

細野 直久（ホソノ ナオヒサ）氏（予定） 

テ ー マ：「心のバリアフリー  

～誰一人取り残さない、地域共生社会の実現に向けて～」 

開催日時：令和３年 10 月２日（土） 

     午後１時 30 分 ～ 午後３時 15 分頃（午後１時開場） 

開催場所：児玉文化会館セルディ ホール 

入 場 料：無 料 
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 令和３年度本庄市戦没者追悼式の開催について  

 

本庄市出身の 1,370 余名の戦没者のご冥福を祈り、併せて恒久平和への誓いを新たにす

るため、次のとおり、本庄市戦没者追悼式を開催します。なお、今年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点から、式典の内容を縮小し、参列はご来賓及びご遺族の方のみで

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 福祉部 地域福祉課 担当：松澤 

                       電話：０４９５（２５）１１４２ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

○本庄市戦没者追悼式の開催について下記のとおりご案内いたします。 

 

  日 時 令和３年 10 月 12 日（火） 13 時 30 分から 

  場 所 本庄市民文化会館 ホール 

  内 容 追悼式では、黙祷や献花等により戦没者のご冥福をお祈りします。 

      （当日の流れ） 

      １．開式の辞 

      ２．拝礼 

３．国歌 

４．黙祷 

５．追悼の辞 

６．指名による献花 

７．参加者全員による献花 

８．閉式の辞 
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 令和３年度本庄市人権教育研究集会の開催について  

 

市民一人ひとりの人権が尊重され、ともにいきいきと暮らすことのできるまちづくりを

目指し、人権教育研究集会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 チラシ         １部 

取材の取り扱いについて １部 

 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 市民生活部 市民活動推進課 多文化共生係 

担当：野本、鈴木 

                       電話：０４９５（２５）１１１８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

テレビ･雑誌・ラジオなど数々のメディア等で幅広く活躍している、日本文学研

究者・早稲田大学特命教授のロバート キャンベル氏を講師に招き、『「ちがい」を

持つ人々との豊かな出会いに向けて』と題し、多様性を認め合う社会について講

演していただきます。 

 

○日 時：令和３年 11 月 23 日（火）13 時 30 分～15 時 10 分 

（開場：12 時 30 分） 

○会 場：本庄市民文化会館（定員 500 名） 

要申込み・定員を超えた場合は抽選 

○内 容：「ちがい」を持つ人々との豊かな出会いに向けて 

○申込期限：令和３年 10 月 29 日(金)まで 

○申込方法：郵送・FAX・メール 

○その他：入場無料、手話通訳あり 

○主 催：本庄市、本庄市教育委員会 

 

※広報ほんじょう(10 月１日号）の同時配布物として 

講演会チラシを折込みします。 
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 本庄ぐるぐる Vol.7「グルメラリー」が開催されます  

 

今年度は、コロナ禍で影響を受けている地域の飲食店や食品取扱店を応援するため、 

例年、開催している街バルイベントではなく、地域の味と街めぐりをお楽しみいただく 

「グルメラリー」を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料  

ガイドブック １部 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 本庄市街バル実行委員会（本庄商工会議所内）    

担当：山口・松島 

                       電話：０４９５（２２）５２４１ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

無料配布のガイドブックを片手に、参加店舗で食事や買い物をして、スタンプを集

めて応募すると、抽選で商品券や協賛企業各社の商品など 150 本が当たります。 

 

○開 催 期 間：令和３年 10 月１日(金)～11 月 30 日(火) 

○参加店舗数：141 店 

○ガイドブック配布場所（無料配布・数量限定）： 

各参加店舗、ファミリーマート（本庄市・上里町・神川町の各店舗）、 

埼玉グランドホテル本庄、本庄市インフォメーションセンター、市役所、

アスピアこだま、本庄商工会議所、児玉商工会 

  

ＨＰ Instagram 



2021

10.1 11.30

       

                           

202110.1 11.30
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本庄市長定例記者会見（令和３年９月 29 日）            資料№８ 

 

 

 

 

 商業の活性化と各商店のファンづくり等を目的

に、５回目となる本庄まちゼミを開催します。本庄

まちゼミとは、バリエーション豊かな本庄のお店の

方が講師となり、プロならではの知識や情報、コツ

を無料で教えてくれる、少人数制のミニ講座です。

今回は、「地域の皆さまに喜んでいただき、元気な個 

店と地域を取り戻そう！」と、150 以上の地域が連携し、全国で同時期にまちゼミを開催

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 

  ・第５回本庄まちゼミパンフレット １部 

 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 本庄まちゼミ実行委員会（本庄商工会議所内） 

担当：森村・細野・下村 電話：０４９５（２２）５２４１ 

             経済環境部 商工観光課 担当：出牛 

                         電話：０４９５（２５）１１７５ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                        電話：０４９５（２５）１１５５ 

○開催日時：令和 3 年 10 月 15 日(金)～11 月 30 日(火) 

 

〇申込受付：令和 3 年 9 月 13 日(月)～（各実施店舗へ直接申込） 

 

○会  場：各開催場所（パンフレット参照） 

 

○内  容：飲食店・小売店などバリエーション豊かな３３店舗３７講座 

 

○そ の 他：受講料無料（材料費別途） 

 

▲Facebook ページ ▲ホームページ 

第５回本庄市「得する街のゼミナール（本庄まちゼミ）」 

が開催されます 
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 本庄早稲田の杜ミュージアムでは、開館１周年記念事業として、「大隈重信と渋沢栄一展」

を開催しており、連日多くの方にご来館いただいております。 

 10 月 12 日（火）からはいよいよ後期展示が始まります。後期展示のみどころは、早稲

田大学が所蔵する貴重な資料の数々。伊藤博文や大久保利通の書をはじめ、錦絵の「東京

汐留鉄道館蒸気車待合之図」や「上州富岡製糸場之図」、日本赤十字社創設者である佐野常

民や教育者で慶應義塾大学創設者である福沢諭吉が大隈重信にあてた手紙も公開します。 

 

 

開催中～令和 3 年 11 月 14 日㈰ 

 

 本庄早稲田の杜ミュージアム 

 早稲田大学展示室 

 本庄市西富田 1011 

早稲田ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

(早稲田大学 93 号館)1 階 

 

 午前 9 時～午後 4 時 30 分 

 

 月曜日（休日の場合は翌日） 

 

 無料 

 

○添付資料  チラシ １部 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 教育委員会事務局 文化財保護課 担当：山田・松橋 

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：鳥羽 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

企画展「大隈重信と渋沢栄一展」 

後期展示を開始します 

会期 

会場 

開館時間 

休館日 

入館料 


